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金色に染まる
◉鷹巣原高原のススキが見頃に
英彦山の中腹、標高約800ｍにある鷹巣原高原のススキ
の穂が見頃を迎えました。約６haの高原の斜面に群生し
ているススキは、秋の夕日をうけて金色に輝いています。
かつては、山伏の住居のかやぶき屋根として使われてい
たという鷹巣原高原のススキ。本格的な冬を迎える前の
11月末に地域の皆さんの手によって刈り取られます。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
と

事
業
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
す

る
た
め
、
町
と
商
工
会
で
は

２
種
類
の
商
品
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
商

工
会
で
販
売
し
て
い
る
プ
レ

ミ
ア
ム
率
30
％
（
１
万
円
で

１
万
３
千
円
分
）
の
「
添
田

町
が
ん
ば
ろ
う
地
域
応
援
商

品
券
」。
も
う
ひ
と
つ
は
、

全
町
民
に
一
人
１
万
円
分
を

世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
て
い

る
「
添
田
町
生
活
応
援
商
品

券
」
で
す
。
今
月
号
で
は
、

添
田
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ひ
こ
ち
ゃ
ん
と
ゆ

ず
ち
ゃ
ん
が
添
田
町
商
工
会

の
神
吉
経
営
指
導
員
に
、
こ

の
商
品
券
に
つ
い
て
詳
し
く

聞
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
お

得
な
商
品
券
を
使
っ
て
コ
ロ

ナ
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

新型コロナを乗り越えろ‼
２種類のお得な商品券で

添田町を応援しよう
教
え
て
‼  

２
種
類
の
応
援
商
品
券

商
工
会
で
販
売
分
と
世
帯
主
あ
て
郵
送
分

大
変
ひ
こ
～

コ
ロ
ナ
で

み
ん
な

困
っ
て
る

ひ
こ
～

添田町では、困って
る皆さんを応援する
　２種類の商品券が
　　　　あります !!

ど
う
や
っ
て
使
っ
た
ら
い
い
の

応
援
商
品
券
の
使
い
方
を
教
え
ま
す

スゴいひこ～
さっそくゲット
に行くひこ

ど
こ
に
い
け
ば
い
い
か

知
ら
な
い
で
し
ょ
‼

ど
こ
に
い
け
ば
い
い
か

知
ら
な
い
で
し
ょ
‼

マスクも
　忘れてる～マスクも
　忘れてる～

添田町がんばろう
地域応援商品券

と
添田町生活

応援商品券です

添田町マスコット
キャラクター

ひこちゃん

添田町マスコット
キャラクター

ゆすちゃん

添田町商工会 神吉経営指導員

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
を
応

援
す
る
２
種
類
の
応
援
商
品
券

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
は
、
多
く
の
事
業
者

の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
ま
す
。

な
ん
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
添
田
町
が
ん
ば
ろ
う

地
域
応
援
商
品
券
と
は
、
ど
ん

な
も
の
で
す
か
？

　

現
在
、
商
工
会
で
販
売
し
て

い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
の
商
品
↘

券
で
１
万
円
で
１
万
３
千
円
分

使
え
る
お
得
な
商
品
券
で
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
は
、
と

っ
て
も
お
得
ひ
こ
～
。
も
う
一

つ
の
添
田
町
生
活
応
援
商
品
券

は
ど
ん
な
も
の
ひ
こ
～
？

　

こ
ち
ら
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

一
人
に
１
万
円
分
の
商
品
券
を

お
送
り
す
る
も
の
で
、
世
帯
主

宛
て
に
世
帯
全
員
分
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
事
業
者
の

皆
さ
ん
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

使
い
方
や
使
え
る
場
所
は
ど

ち
ら
も
同
じ
で
す
。
忘
れ
ず
に

期
限
内
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

ひこちゃん見て～
　ついに添田町の
　　応援商品券を手
　　　に入れたよ♪

ひこちゃんも
欲しいひこ～
欲しいひこ～

そうだったひこ
さっそくゲット
に行くひこ

マスクも
　忘れてる～またマスク
　忘れてる～

　　ひこちゃん‼
　添田町がんばろう
　地域応援商品券は
　商工会で販売中です
　（売り切れ次第終了）

　

こ
の
２
種
類
の
応
援
商
品
券

は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
使
え
る

ひ
こ
～
？

　

町
内
の
登

録
事
業
所
で

使
用
で
き
ま
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー

や
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。
登

録
事
業
所
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
２
つ
の
商
品
券
は
一
緒

に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

　

ゆ
ず
ち
ゃ
ん
、
良
い
質
問
で

す
ね
。
こ
れ
ら
の
商
品
券
は
同

時
に
何
枚
も
使
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
お
つ
り
は
で
な
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
た
と
↘

え
ば
１
８
０
０
円
の
買
い
物
を

し
た
場
合
、
500
円
の
商
品
券
３

枚
と
300
円
を
現
金
な
ど
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

し
ま
っ
た
ひ
こ
～
。
綴つ
づ

ら
れ

て
い
た
商
品
券
を
切
り
取
っ
て

し
ま
っ
た
ひ
こ
～
。

　

大
丈
夫
。
切
り
取
っ
て
も
使

え
ま
す
。事
前
に
切
り
取
っ
て
、

お
財
布
な
ど
に
入
れ
て
お
く
と

レ
ジ
で
の
支
払
い
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
に
使
え
ば
い
い
で

す
か
？

　

ど
ち
ら
も
使
用
期
限
は
令
和

３
年
１
月
31
日
日
で
す
。

　

秋
本
番
ひ
こ
～
。
紅
葉
を
見

に
行
こ
う
よ
う
ひ
こ
～

　

…
。行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

温
泉
や
宿
泊
、
外
食
や
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
、
体
験
型
に
も
使
え
ま

す
。
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
冬

の
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　

こ
の
商
品
券
は
、
車
の
ガ
↘

ソ
リ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト
ー

ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
灯
油

に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
購
入
や

オ
イ
ル
交
換
な
ど
に
も
使
え
ま

す
よ
。
車
検
代
に
も
使
え
ま
す

が
、
法
定
費
用
（
自
賠
責
や
重

量
税
な
ど
）に
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
あ
と
２
か
月
を
切
っ

た
ひ
こ
～
。
そ
ろ
そ
ろ
お
正
月

の
準
備
を
す
る
ひ
こ
～
。

　

年
末
年
始
の
贈
答
や
お
せ
ち

料
理
は
商
品
券
を
使
っ
て
町
内

の
お
店
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
年
賀
状
の
印
刷
も
商
品
券

が
使
え
ま
す
。（
年
賀
は
が
き

や
切
手
代
に
は
使
え
ま
せ
ん
）

　

そ
ろ
そ
ろ
髪
を
切
り
に
行
き

た
い
の
で
す
が
使
え
ま
す
か
？

　

理
容
室
、
美
容
室
ど
ち
ら
も

使
え
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
今
年
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と

な
ど
も
で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
、
ど
こ
で
使
え
る

ひ
こ
か
？

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
道

の
駅
や
Ｊ
Ａ
で
の
買
い
物
、
家

電
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
の
修
理

や
汲
み
取
り
料
・
浄
化
槽
点
検

料
、
新
聞
代
、
写
真
代
に
も
使

え
ま
す
。

　

神
吉
指
導
員
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こんなことにも使えます
これからの季節、応援商品券を使おう

添田町がんばろう地域応援商品券
◉販売場所　添田町商工会
◉販売価格　１万円／１冊

（500円×26枚綴り１万３千円分）
◉プレミアム率　30％

添田町生活応援商品券
◉対象者　８月１日時点で町内に
　住所のある人に１人１万円分
◉配布方法　世帯主に世帯全員分
　をまとめて郵送

↑ステッカー

※現金との引き換えはできません。転売は禁止です。公共料金（税金を含む）、
車検の法定費用、医療保険の適用のある診察料や薬代、家賃や月極駐車場、
たばこ、切手、プリペイドカード、商品券などの購入には使用できません。

さ
っ
き
と

　
　

同
じ
オ
チ
～

さ
っ
き
と

　
　

同
じ
オ
チ
～

問 添田町商工会（☎82-0244）／役場地域産業推進課商工業振興係（☎82-5962）

全
集
中
ひ
こ
～

全
集
中
ひ
こ
～

見
　
本

見
　
本
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掲載のお店・事業所で商品券が使えます
問 添田町商工会（☎82-0244）

ギフトのくろきサラダ館添田店
かまもとシューズ
きど薬品
㈲小川商事
生田玩具店
扇城スポーツ
松尾つり具店
耳塚商店
前原塗料店
岩田電器
坂本商店
せいじ電器
田川農協グリーンそえだ
● 飲食・宿泊業

花縁
九ちゃん
熊谷食堂
駒どり食堂
酒か菜処　千
スナック M
多幸焼工房 今川の里
だぼちゃん
とあ
とりもも焼き元祖 長谷の里
野の華会もち工房
ひこさん旬菜坊 キッチン農家
ひこ山食堂
英彦山０合目食堂
HIKONIWA
ヒシミツ
もんじゃ
焼鳥とり一
レトロハウス
ひこさんホテル和
カフェ クロマティック
● サービス業

▶理美容
島田理髪店
美容室 MINT
Hair House Cocolo
ミズタ美容院
理容ハネダ
理容ひらやま

▶自動車整備
荒木商会
蛭子堂
オートクラブ上田川
オートサービスオチアイ
佐久間自動車整備工場
添田自動車整備工場
㈲添田モータース
筑豊オートマーケット
 ㈲中元寺モータース
▶その他サービス
岡本写真館
添田カメラ
木村塾 添田校
㈱そえだ葬祭
㈲玉菊葬祭
直一級建築士事務所
ほうし建築設計事務所
Kuroki 屋
めぐみ整骨院
カラオケ喫茶 森のくまさん
マージャンクラブなかの
アンエレックス
小峠清掃
㈲添田清掃
㈲桑野衛生
㈲添田環境サービス
● その他

荒木不動産
英彦学園
㈱きのこの森坪
添田町クアハウスハピネス
㈲鈴見陸運
中元寺みらい農業㈱
中野運送
Hearts デンタル KOGA
英彦山観光りんご園
山小屋のきのこ
田川農協添田支所

● 建設業　　　　　
▶総合工事
㈱朝日総業
麻生工務店
井田住建
㈲今村組
㈲氏本組
㈱浦野組
エージーケー㈱
㈲エムエスハウゼ
㈲押川開発
㈱小峠組
㈲佐護組
佐藤組
佐藤工事㈱
㈲三栄産業
㈲白石建設
進建産業㈱
㈲杉本建設
㈱鈴見組
武貞組
㈲筑添建設
Hi-RISE㈱
㈲畠田建設
㈱馬場組
㈲姫野木材店
廣畑建設
㈱前田組
㈱丸建
㈱湊建設
㈱森下組
▶職別工事
伊藤工業
㈱カワゴエ
シンエイ建設
西野工業建設㈾
光建装
別所工務店
未来工業
㈱吉竹建設
▶設備工事
安藤水工
猪熊設備㈱

ＭＴ産業
極東電工
㈲新電工
㈱添田電設
筒丸電気工業
㈱中田電気
ナカムラ熱機
外園住設
牧草商会
水上電気工事店
㈲毛利管工
● 製造業

▶食品製造
添田バンブ
手づくりこんにゃく英彦山
彦山羊羹秀島商店
福太郎㈱
藤川椎茸園
森山のゆずこしょ工房
▶その他製造
梶原たたみ店
田上表具店
㈲迫製材所
添田木材㈲
秦木工所
加藤工業
宝樹工業
川津憲一鍛冶工場
翔房舎
高取焼比古窯
英彦山ガラガラ窯元
豊前面
由香利陶房
丸五印刷㈱
渡辺印刷所
● 卸売・小売業

▶コンビニ
セブンイレブン田川添田店
デイリーヤマザキ田川添田店
Ｙショップ峰地
▶スーパー
ＡＳＯ添田店
さきやまフードセンター

スーパー川食添田店
▶食料品販売
加嶋商店
から揚げ庄屋
カトル・カール洋菓子店
からあげまんてん添田店
歓遊舎ひこさん
楠本菓子店
元気野
近藤商店
篠㟢川魚店
勝太
坪根茶舗
鶴原乳業
PANET
パン工房 麦の里
松木精肉店
三好屋
▶酒類販売
勇商店
恒田酒店
戸渡酒店
柳田酒店
▶衣料品販売
カズヒツジヤ
熊谷衣料
ブティックなかぞの
ぽけっと
▶新聞販売
㈱ショウ
㈱ヤクシン
▶燃料販売
㈲大田原石油
添田産業サービス㈱
田川農協添田SS
㈱ナカハタ
㈲加来商店
桑野プロパン
▶その他販売
大内化粧品店
スキンケアハウスポシェット
千手化粧品店
てしま薬房

地域経済に皆さんの力を

新 型コロナウイルス感染症の影響
は地域経済にも深い影を落とし

ており、町内の事業所からも悲鳴に近
い声が寄せられています。商工会はこ
の未曽有の難局を切り抜けていかなけ
ればなりません。商工会といたしまし
ては各事業所の経営実態を正確に把握
し、行政と協力しながら、適時適切な
支援に全力を尽くしていく所存です。
しかし、この難局を乗り越える一番の
原動力は町民の皆さまです。今回の応
援商品券をぜひご活用いただき、そし
　　　　　　て、少しでも町内で買い
　　　　　　　物をし、町内でサービ
　　　　　　　スを利用して地域経済
　　　　　　の発展に寄与していただ
　　　　　　ければ幸いです。ご協力

　　　　　　をお願いいたします。

◉販売場所　添田町商工会
◉販売時間　平日午前９時～午後４時
◉販売期間　完売まで
※売り切れ次第、終了です。
◉購入できる人　町内在
　住で、今回の　添田町
　がんばろう地域応援商品券を一度も
　購入していない人（代理購入不可）
◉購入方法　商工会窓口に設置の購入
　申込書に必要事項を記入し、本人確
　認できるもの（コピー可）を提示し
　てください。
※例：運転免許証、健康保険証、パス
　ポート、マイナンバーカードなど
◉購入限度　１人２冊まで
◉販売価格　１万円／１冊（500円×26
枚綴り１万３千円分）
◉プレミアム率　30％（１万円で１万
　３千円分）
◉使用期限　令和３年１月31日日
問 添田町商工会（☎ 82-0244）

添田町商工会

中野　泰 会長

広報そえだ（令和２年 11 月号）　４

使
用
期
限
は
令
和
３
年
１
月
31
日
日

添田町がんばろう
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広報そえだ（令和２年 11 月号）　６７　広報そえだ（令和２年 11 月号）

　 令 和２年４月１日か
ら９月30日まの 令 和 2
年度上半期の予算執
行状況は、一般会計と
特別会計・企業会計を
合わせた収入額が49億
7,334 万円で収入率は
45.6％、支出額は45億
1,738万円、執行率は
41.4％となっています。

議会費
9,290万円（1.3％）

総務費
９億3,475万円

（13.3％）

民生費
18億9,441万円

（26.9％）

農林業費
４億4,361万円（6.3％）

土木費
９億3,535万円

（13.3％）

災害復旧費、労働費
５億7,945万円（8.2％）

公債費
６億9,365万円

（9.9％）

　消防費
２億3,839万円（3.4％）

商工費
２億6,608万円（3.8％）

教育費
６億1,192万円

（8.6％）

皆さんが支払う保険税や使用料で運営されています。

一般会計歳出町の財政状況の公表

決
算
の
概
要

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、
74
億
３
８
４
４
万
円
（
対
前

年
度
比
981
万
円
減
）、歳
出
決
算
額
は
70

億
３
９
５
３
万
円
（
対
前
年
度
比
２
０

３
８
万
円
減
）
で
、
差
引
額
３
億
９
８

９
１
万
円
で
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
と

企
業
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が

15
億
６
４
９
１
万
円
（
前
年
度
比
３
０

４
３
万
円
減
）
で
、
歳
出
総
額
14
億
９

８
２
１
万
円
（
前
年
度
比
４
６
７
１
万

円
減
）
と
な
り
、
差
引
額
は
、
６
６
７

０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
歳
入
歳
出
差
引
の
４
億
６
５
６

１
万
円
か
ら
一
般
会
計
の
翌
年
度
繰
越

事
業
充
当
財
源
の
８
３
４
７
万
円
を
差

し
引
い
た
３
億
８
２
１
４
万
円
が
、
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
確
保
へ

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
町
税
や
町
施
設
の

使
用
料
な
ど
、
自
主
的
に
収
入
し
う
る

「
自
主
財
源
」と
国
や
県
の
決
定
に
よ
っ

て
、
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
割
合
は
、
自
主
財
源
が

20
・
５
％
、
依
存
財
源
が
79
・
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
収
入
額
は
７
億
１
０
５
５
万
円

で
予
算
額
に
対
し
７
７
８
万
円
の
増
、

前
年
度
比
、１
５
０
７
万
円（
２
・
２
％
）

の
増
収
。
徴
収
率
は
98
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
徴
収
努
力
な
ど
に

よ
っ
て
税
収
な
ど
の
自
主
財
源
を
上
げ

る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

歳
出
の
主
な
事
業

　

昨
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
朝

日
ヶ
丘
団
地
の
建
て
替
え
を
進
め
、
Ａ

棟
27
戸
と
Ｂ
棟
８
戸
を
建
設
。
B
棟
に

は
、
見
守
り
や
買
い
物
支
援
な
ど
高
齢

者
の
生
活
支
援
の
拠
点
と
な
る
「
そ
え

だ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
教
育
費
で
は
、
町
内
の
小

中
学
校
の
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置
。

　

ま
た
、
国
や
県
が
管
理
す
る
河
川
の

浸
水
想
定
区
域
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、

添
田
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
刷
新
し
、

各
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に

　

令
和
元
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
財
政

破
綻
防
止
を
目
的
に
示
さ
れ
る
健
全
化

判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
算
定
結

果
は
、
上
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
基

準
を
下
回
り
、
比
較
的
健
全
で
す
。
し

か
し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
、99
・
２
％
と
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
実
な
確
保

に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
更

な
る
事
業
事
務
の
見
直
し
や
経
常
経
費

の
削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　　　　　衛生費
３億4,902万円（5.0％）

歳出
70億
3,953万円

一般会計歳入

特別会計・企業会計令和２年９月30日現在の上半期予算執行状況をお知らせします。令和２年度予算執行状況
　特定の事業を行うために一般会計と
は別に設置される特別会計と水道事業
に設置されている企業会計
は、皆さんが支払う保険
税や使用料で運営されて
います。本町の各特別会計、
企業会計の決
算では、いず
れも赤字はあ
りませんでした。

自主財源（20.5％）

町税
７億

1,055万円
（9.6％）

地方交付税
30億1,683万円

（40.5％）

国庫支出金
11億3,482万円

（15.3％）

県支出金
７億322万円

（9.4％）

町債
８億318万円
（10.8％）

自動車取得税交付金、
地方特例交付金など
3,250万円（0.4％）

分担金・負担金
4,783万円（0.6％）

財産収入
１億406万円（1.4％）

諸収入
１億4,796万円

（2.0％）
使用料・手数料
１億 6,733万円

（2.2％）

地方消費税交付金
１億5,308万円

（2.1％）

地方譲与税
7,097万円

（1.0％）

歳入
74億
3,844万円

　　　繰越金
２億8,834万円

（3.9％）

依存財源（79.5％）

繰入金、寄附金
5,777万円（0.8％）

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比
率は実質的な負債がないため「－」と記載しています。（　）内は
参考に黒字の比率を△（マイナス）で示しています。

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内
は参考に剰余金の比率を△（マイナス）で示しています。

　財政状況を早期に把握し、破綻の未然防止や
財政構造の弾力性を示す、健全化判断比率と資
金不足比率、経常収支比率を公表します。

健全化判断比率 添 田 町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△9.06％） 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△21.40％） 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

4.1％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

－
（△ 72.0％） 350.0％

資金不足比率 添田町水道事業 経営健全化基準

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

－
（△205.7％） 20.00％

経常収支比率 令和元年度 平成30年度

財政の弾力性を判断する指標で
数値が小さいほど弾力性がある 99.2％ 99.1％

区　　分 予算額 収入額 収入率（％） 支出額 執行率（％）

一 般 会 計 92億3,172万円 41億9,783万円 45.5  39億5,518万円 42.8

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 12億7,611万円  ５億6,796万円 44.5  ４億2,829万円 33.6

後期高齢者医療  １億8,066万円 8,798万円 48.7 5,508万円 30.5

住宅新築資金等貸付 159万円 72万円 45.3 ３万円 01.9

バ　ス　事　業 2,312万円 1,981万円 85.7 942万円 40.7

水　道　事　業 （歳入）  ２億   518万円
（歳出）  ２億1,094万円  9,904万円 48.3 6,938万円 32.9

合 　　計 （歳入）109億1,838万円
（歳出）109億2,414万円 49億7,334万円 45.6 45億1,738万円 41.4

区　　分 歳　入 歳　出 差引額

国民健康保険事業 11億6,346万円 11億   409万円 5,937万円

後期高齢者医療 1億7,211万円 １億7,118万円 93万円

住宅新築資金等貸付事業 671万円 651万円 20万円

バス事業 2,266万円 2,237万円 29万円

水道事業 １億9,997万円 １億9,406万円 591万円

合　　計 15億6,491万円 14億9,821万円 6,670万円

令和元年度　まちの財政状況

　令和元年度の決算がまとまりました。
歳入歳出差引から翌年度繰越事業充当
財源を差し引いた実質収支は、一般会
計と特別会計、企業会計の合計で３億
8,214 万円の黒字決算となりました。
今月は、令和元年度に皆さんから納め
られた税金や国・県から入ったお金が
どのように使われたのかを報告します。

報
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↓「新型コロナのへの対策や支援などを行う町の一助になれば」と語る田川法人会の中畑会長㊨

　今年４月29日に逝去された本町名誉公民で
元町議会議員の天野敏達氏（享年93歳）を偲ぶ
会がしめやかに執り行われました。天野氏は
昭和30年から平成10年まで11期43年にわたり
町議会議員として町の発展と住民福祉の向上
に貢献。昭和58年から４年間、副議長を歴任
し、平成17年に添田町名誉公民条例に基づい
て、添田町名誉公民の称号が授与されていま
した。10月13日、町民会館で行われた偲ぶ会
には、遺族と町長、町議会議員、行政区長の
皆さんが参列。寺西町長と畠田勝葊議長が別
れの言葉をたむけ、参列者が献花で天野氏の
生前の功績をたたえ、哀悼の意を表しました。

名誉公民の天野敏達様を偲ぶ会

功績たたえ、哀悼の意を表す

田川法人会が寄付金

コロナ対策や支援の一助に

　田川法人会（中畑正人会長）が新型コロナウ
イルス感染症対策に役立ててほしいと町に10
万円を寄付しました。法人会は、納税意識の
向上による企業と社会の発展を目的に組織さ
れ、田川法人会は地域の法人約1,400 が加入。
加入率約88％は全国２位で、毎年、小学生を
対象にした租税教室や税金をテーマに絵葉書
コンクールを実施するなど納税意識の向上を
目的とした社会貢献活動も行っています。10
月23日、役場で中畑会長から寄付金を手渡さ
れた寺西町長は「今後はインフルエンザなど
の感染症も注意が必要になる。地域のために
有意義に活用したい」と感謝していました。

　町は、２回にわたり総額 100万円の寄付を
した北九州市八幡西区の株式会社安部工務店
（安部清美代表取締役）に感謝状を贈呈しまし
た。安部工務店は、平成29年７月に九州北部
豪雨で被災した町に災害支援金として50万円
を寄付。また、今年４月に防災・減災など幅
広く町の振興に活用してほしいと50万円を寄
付しました。今年４月から５月にかけて、新
型コロナウイル感染症による緊急事態宣言が
発令されたことなどにより贈呈式を延期。10
月８日に役場で贈呈式が行われ、寺西町長が
「これまでのご厚意に深く感謝します」と同社
会長の安部英二さんに感謝状を贈りました。

（株）安部工務店へ感謝状

町への寄付金に感謝を込めて
↓「遠賀川下流で流木撤去事業を請け負った際、上流は大変だと思い寄付をした」と語る安部会長㊧

↓平成２年藍綬褒章、平成11年旭日双光章を受章、今回正六位が叙位され遺族に伝達されました

秋の交通安全運動

交通死亡事故ゼロを目指して

↑交通死亡事故ゼロを目指し、各団体が協力して啓発

　秋の交通安全
運動週間中の９
月30日、道の駅
歓遊舎ひこさん
で田川警察署や
交通安全協会、
地域交通安全活
動推進委員など
約30人が交通安
全の街頭啓発を
行いました。参加者は、買い物客にチラシを渡しながら、
義務化される自転車保険の加入促進や子どもや高齢者の
の交通事故防止、飲酒運転の撲滅などを呼びかけました。

　10月15日、添田警部交番
の警察官がＪＡたがわ添田
支所前と福岡銀行添田支店
前でニセ電話詐欺防止の啓
発を行いました。今年８月
末までの福岡県内における
ニセ電話詐欺による被害は、
138件、２億 4,629万円。
特に65歳以上の高齢者の被
害が多いため、年金支給日
に金融機関を利用する高齢
者にニセ電話詐欺に注意す
るよう呼びかけていました。

添田警部交番が啓発活動

ニセ電話詐欺から高齢者を守ろう

↑ニセ電話詐欺に注意してください

ひこさん山伏の里探訪

山伏衣装で修験道ゆかりの史跡巡る

↑山伏衣装を着て修験道の山、英彦山を巡る参加者

　いにしえの山
伏に扮して、英
彦山の名所や史
跡を巡る「ひこ
さん山伏の里探
訪」が10月10日
に行われ、約20
人が参加しまし
た。山伏の白い
袈
けさ

裟や頭
ずきん

巾を身
にまとい、「六

ろっこんしょうじょう

根清浄」と唱えながら、旧政所坊庭園や座
ざ

主
すいん

院跡など国史跡を巡った参加者の皆さん。ガイドの話
に耳を傾けながら、英彦山の歴史と文化を体験しました。

添田小３年生が中島家住宅見学

工事中の国指定重要文化財で学ぶ

↑工事関係者に当時の建物について質問する児童たち

　10月23日、添
田小学校３年生
が生活の授業の
一環として、国
指定重要文化財
の中島家住宅を
見学しました。
江戸時代に建て
られた中島家住
宅は令和３年度
までの予定で建てられた当初の姿に戻す復原工事中です。
児童たちは、工事中の中島家内で工事関係者の説明を聞
きながら、当時の人たちの暮らしぶりを学んでいました。

福岡県農業会議会長表彰

尾形さんと木村さんに感謝状が贈呈

↑地域農業発展に尽力した尾形さん㊥㊧と木村さん㊥㊨

　元添田町農業
委員会農業委員
の尾形紘光さん
（新城）と木村良
一さん（町一）
に福岡県農業会
議会長から感謝
状が贈られまし
た。今年７月の
改選まで尾形さ
んは農業委員として９年間、木村さんは農業委員12年間、
農地利用適正化推進員として３年間在職。長年、農業委
員会活動に取り組まれた功績に感謝状が贈呈されました。

はじめてのアウトドア教室

添田町産キノコのカレー作りに挑戦

↑マッチなどを使わずに、摩擦で薪に着火させます

　10月17日、英
彦山青年の家で
家族連れなど約
20人が参加して、
２回目となる公
民館講座・はじ
めてのアウトド
ア教室が行われ
ました。秋の味
覚のキノコを使
ったカレー作りでは、マッチやライターを使わずに火起
こしに挑戦。苦戦しながらも薪

まき

に火をつけ、町で採れた
キクラゲがたくさん入ったカレーを完成させていました。
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11月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

山本 竜
きみちか

睦ちゃん 
11月14日生 ❶・豊川

暴れん坊で甘えん坊な竜睦くん
 元気にすくすく育ってね。 

城戸 結
ゆいと

斗ちゃん 
11月13日生 ❶・峰地団地

大好きな結斗。たくさん食べて
大きくなってね。

文
芸
歳
時
記

宮城  結
ゆう

ちゃん 
11月27日生 ❸・町四

３歳のお誕生日おめでとう♥
歌が大好きなゆうちゃん。たく
さん食べて大きくなあれ

Eメールでも、
受け付けをし
ています。

　E メールは
（koho@town.soeda.fu
kuoka.jp）まで送信して
ください。

お子
さん
の写真

掲載
しませんか

♥３歳までのお子さん募集中です！12月生まれは11月13

日金までに連絡ください。

問 役場総務課広報・秘書係（☎82-1231）

◉
12
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

11
月
13
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
俳
句
　
投
稿
】

草
も
み
じ
畑
の
そ
ば
に
刈
ら
れ
た
り　
　

濵
田
イ
サ
オ

紅
葉
散
る
山
肌
近
く
見
え
に
け
り　
　
　

寺
本　

紀
子

畔
土
手
に
赤
色
染
ま
る
彼
岸
花　
　
　
　

岩
田　

京
子

雨
蛙
い
づ
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く　
　

宮
城　

昭
子

霧
襖
晴
れ
眺
望
の
望
雲
台　
　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

濡
ら
し
て
は
す
ぐ
乾
く
墓
濡
し
を
り　
　

島
津
余
史
衣

激
つ
瀬
に
羽
根
ひ
ろ
げ
鵜
の
黒
十
字　
　

伊
井
寸
美
子

白
百
合
や
な
ぬ
か
な
ぬ
か
の
別
れ
雨　
　

斎
藤
智
寿
子

緑
陰
や
石
の
ベ
ン
チ
に
異
邦
人　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

た
ま
ゆ
ら
の
風
こ
ぼ
し
行
く
里
の
秋　
　

立
花　

克
明

【
短
歌
　
投
稿
】

晩
秋
の
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
雲
仰
ぐ
と
き

　
　
　

流
離
の
思
い
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
く　

独
活
山
強
実

年
重
ね
病
院
の
縁
深
く
な
り

　
　
　
　

連
鎖
し
壊
る
家
電
家
具
ま
で　

櫻
木
マ
サ
子

デ
ュ
ラ
ン
タ
の
甘
い
香
り
に
誘
わ
れ

　
　
　
　

日
毎
舞
い
来
る
黒
揚
羽
居
し　

仲
摩　

直
子

石
段
を
登
り
下
界
を
見
下
ろ
し
て

　
　
　
　
　

遠
い
昔
に
思
い
を
馳
せ
る　

佐
藤　
　

直

【
川
柳
　
投
稿
】

い
い
プ
ラ
ン
立
て
て
女
房
お
も
て
な
す　

原
田
祥
二
郎

現
代
病
防
ぐ
原
始
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
　

原
田　

順
子

【
短
歌
　
春
扇
短
歌
会
　
筑
紫
支
社
】

コ
ロ
ナ
禍
と
水
害
続
く
暗
鬱
よ

　
　
　

さ
あ
れ
緑
の
つ
や
め
き
を
見
よ　

大
塚　

富
江

生
き
て
ゐ
る
私
へ
の
ご
褒
美
今
朝
も
ま
た

　
　
　
　

茗
荷
の
花
の
ふ
た
つ
開
き
ぬ　

五
十
嵐
田
鶴

子
供
達
に
気
付
か
さ
れ
に
し
野
菜
作
り

　
　
　
　
　
　

耕
作
意
欲
に
炎
天
の
下　

平
井　

朝
子

夕
立
の
雲
脚
速
く
近
づ
き
ぬ

　

盆
ト
ン
ボ
の
群
れ
真
つ
し
ぐ
ら
に
去
り　

福
富　

廣
枝

長
崎
の
原
爆
投
下
の
映
像
に

　
　
　
　
　

核
廃
絶
の
祈
り
新
た
に　
　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会
　
大
池
青
湖
選
】

欝
々
の
世
に
も
り
ん
ご
の
赤
さ
か
な　
　

諌
山　

静
香

身
に
沁
む
や
こ
の
道
薄
く
歩
き
み
て　
　

鈴
鹿　

雅
子

た
ゝ
ず
み
て
誰
を
待
つ
や
ら
秋
桜　
　
　

安
永　

藻
香

月
見
草
あ
す
は
貴
女
の
開
く
番　
　
　
　

武
田　

晴
子

に
ん
げ
ん
の
臭
い
が
た
ま
る
案
山
子
展　

池　
　

三
太

文
月
の
眠
れ
る
森
に
歩
く
騾
馬　
　
　
　

西　
　

加
予

い
わ
し
雲
帰
ら
ぬ
月
日
深
追
い
す　
　
　

大
池
み
ど
り

◉
英
彦
山
地
域
・
深
倉
地
域
で
実
証
実
験
開
始

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

時
速
20
㎞
で
公
道
を
走
行
す
る
電
気
自
動
車
「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
（
略
称
：
グ
リ
ス
ロ
）」。
今
、
次
世
代
の
乗
り
物
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
英
彦
山
地
域
と
深
倉
地
域
で
こ

の
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

福岡県飲食店向け
新型コロナ感染対策助成金

新 型コロナウイルス感染防
止対策を行う飲食店を対

象に、マスクや消毒液、非接触
型体温計、仕切りアクリル板など
の物品の購入にかかる経費を福岡県
が助成します。
◉申請期限　令和３年１月15日金
◉助成額　１事業者あたり、５万円（複
　数店舗を有する事業者は10万円）まで
◉助成対象者（次の全てを満たす事業者）　
▷福岡県内の中堅、中小法人、個人事業者
▷食品衛生法に基づく営業許可の取得事業者の
　うち、その業種が飲食店営業および喫茶店営
　業の事業者（客席を設けず持ち帰り用の食品
　提供のみの形態を除く）
▷業種別ガイドラインに従って感染防止対策を
　行い、福岡県「感染防止宣言ステッカー」の
　登録および店舗に掲示していること
▷福岡県が実施する「経営革新実行支援補助金
　（感染防止対策）」、「宿泊事業者緊急支援補助
　金」の支援を受けない者
※詳しくは福岡県庁のホームペ
　ージ、またはコールセンター
　に問い合わせください。
問 福岡県飲食店向け感染対策助成金事務局
　 コールセンター （☎0120-110-193）

◉対象者　町バス利用者、地域住民、観光客など
◉定員　６人（運転手除く）／乗車数が多い場合は町バス利用者を優先
◉利用料　無料／事前申し込み不要
当日、乗車した人にはアンケート調査への協力をお願いします。

◉英彦山地域
▶運行日　11月15日㊐、21日㊏、22日㊐、23日㊊㊗
▶運行区間　別所駐車場↕神宮下↕スロープカー花駅↕スロープカー幸駅
▶運行時間

◉深倉地域
▶運行日　11月６日㊎、10日㊋、13日㊎
▶運行区間　（町バスに接続）彦三公民館↕深倉バス停
※当日、町バスは深倉バス停へ乗り入れせずに彦三公民館で待機します。
▶運行時間　
▷深倉バス停発８：50→彦三公民館着９：10（町バス９：15発）
▷（町バス 12：57着）彦三公民館発13：00→深倉バス停着13：20
問 役場まちづくり課施策推進係（☎82-1236）

▷往路【別所駐車場～スロープカー幸駅】

別所駐車場
町バス着 ９：36

豊前坊行 ― 12：03 13：36
豊前坊行

15：26
豊前坊行

グリスロ発 ９：40 11：00 12：10 13：40 15：30

神宮下 グリスロ発 ９：45 11：05 12：15 13：45 15：35

スロープカー花駅 グリスロ発 ９：50 11：10 12：20 13：50 15：40

スロープカー幸駅 グリスロ着 ９：55 11：15 12：25 13：55 15：45

▷往路【スロープカー幸駅～別所駐車場】

スロープカー幸駅 グリスロ発 10：00 11：45 13：15 14：05 15：45

スロープカー花駅 グリスロ発 10：05 11：50 13：20 14：10 15：50

神宮下 グリスロ発 10：10 11：55 13：25 14：15 15：55

別所駐車場
グリスロ着 10：15 12：00 13：30 14：20 16：00

町バス発
彦山駅行 10：24 12：08 ― 14：32 16：12

GREEN SLOW MOBILITYGREEN SLOW MOBILITY
環境にやさしい　　　　　　ゆっくりな　　　　　　　　　　　　　　乗り物

↓
福
岡
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ



許
可
を
受
け
た
公
益
社
団
法
人
で
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
経
験
や

知
識
を
活
か
し
て
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
働
き
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者　

▽
60
歳
以
上
で
、
健
康

　

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人　

▽
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

　

同
し
た
人　

▽
定
め
ら
れ
た
会
費

　

を
納
入
し
た
人

▼
仕
事
内
容　

庭
木
の
剪せ
ん

定
や
草
取

　

り
、
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

な
ど

※
毎
月
20
日
前
後
に
新
入
会
員
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人
田
川
地
区
シ
ル
バ

　

 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
44
―
８
９
２
５
）

　

個
人
事
業
税
は
、

地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
地
方
創
生

や
、
皆
さ
ん
の
安

心
・
安
全
の
向
上

を
図
る
た
め
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
納
期
限　

11
月
30
日
月

※
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

　

令
和
2
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、
開
催
を
中

止
し
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
年
末
調
整

に
関
す
る
各
種
情

報
に
つ
い
て
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（https://w

w
w

.nta.go.jp/
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

田
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

 

（
☎
44
―
４
５
７
６
）

▽
固
定
資
産
税（
４
期
）　

▽
国
民
健

康
保
険
税（
５
期
）　

▽
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料（
５
期
）

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）】

▼
試
験
日　

令
和
３
年
１
月
10
日
日

　

～
11
日
月（
指
定
す
る
１
日
）

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐

　

屯
地
（
春
日
市
）

▼
試
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

11
月
30
日
月

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）】

▼
試
験
日　

令
和
３
年
１
月
23
日
土

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

　

屯
地
部
外
施
設
（
予
定
）

▼
試
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　
令
和
３
年
１
月
６
日
水

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

11
月
15
日
日
10
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
田
川
市
）

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
場

自
由
で
す
。

※
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
も
平
日
（
８
時
30
分

～
17
時
30
分
）、
土
日
祝（
10
時
～
15

時
）
の
時
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

九
州
バ
ー
ク
運
輸
は
、
添
田
工
場

に
勤
務
す
る
社
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
地　

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添

　

田
工
場

▼
募
集
人
数　

男

　

性
１
人

▼
勤
務
内
容　

木

　

材
の
選
別
、
切

　

削
、破は
さ
い砕（
重
機
、

　

機
械
操
作
あ
り
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
～
17
時
（
残
業

　

あ
り
）

▼
給
与　

時
給
960
円
～
（
３
か
月
の

　

試
用
期
間
は
時
給
910
円
）

▼
応
募
資
格　

添
田
町
在
住
の
18
歳

　

～
50
歳
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を

　

有
す
る
人（
車
で
通
勤
で
き
る
人
）

▼
受
付
時
間　

平
日
８
時
～
17
時

※
電
話
に
て
随
時
受
け
付
け
、
後
日
、

面
接
を
し
ま
す
。

問 

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添
田
工
場

　

 

（
☎
41
―
７
０
０
５
）

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団

法
人
福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機
構
）

を
通
じ
て
農
地
の
貸
借
を
行
い
ま
せ

ん
か
。
農
地
中
間
管
理
機
構
は
農
地

を
貸
し
た
い
出
し
手
か
ら
、
規
模
拡

大
な
ど
を
行
い
た
い
受
け
手
（
担
い

手
）
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

進
め
る
た
め
の
中
間
的
受
け
皿
と
な

る
組
織
で
す
。
公
的
機
関
で
す
の
で
、

農
地
の
出
し
手
は
確
実
に
賃
料
が
振

り
込
ま
れ
る
な
ど
安
心
し
て
貸
し
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、受
け
手

は
、
契
約
や
地
代
の
支
払
い
を
一
本

化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
出
し
手
の
募
集　

随
時

広報そえだ（令和２年 11 月号）　12

くらしに役立つ情報満載Information

▼
農
地
受
け
手
の
募
集
期
限　

11
月

　

30
日
月

▼
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
権
利
設
定

　

令
和
３
年
５
月
～
６
月

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

 

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
農
業
振
興

　

 

推
進
機
構（
☎
092
―
716
―
８
３
５
５
）

　

 

福
岡
県
水
田
農
業
振
興
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
４
７
4
）

　

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ

ー
と
は
都
道

府
県
知
事
の

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

税
金

13　広報そえだ（令和２年 11 月号）

◉STOP滞納！　
　県下一斉徴収強調月間　
　町では、県や他の市町村と
連携し、個人住民税をはじめとする地方税
の徴収率の向上と滞納の縮減を図るため、
11月～12月を「県下一斉徴収強化月間」と
位置付け、県下一斉に広報による納税推進、
滞納者に対する催告の強化、差し押さえや
タイヤロック、捜索などの滞納処分の強化
など、さまざまな徴収対策に取り組みます。
この機会に、納め忘れの税金がないか確認
しましょう。納税に関する問い合わせは、
税金の種類によって異なります。必ず納税
通知書などで確認してください。
問 役場住民課税務・滞納対策係
　 （☎ 82-1234）
◉税を考える週間　「くらしを支える税」　
　毎年11月11日～17日は「税を考える週間」
です。皆さんの生活に深いかかわりのある
税の必要性や使い道などをわかりやすく説
明することで税に対する理解を深めてもら
うために設けられています。わたしたちの
暮らしを支える税について、ぜひこの機会
に考えてみてください。詳
しくは国税庁ホームページ

（https://www.nta.go.jp）を
ご覧ください。
※電話での回答が困難な相談内容について
は、事前に田川税務署へ電話で相談日時の
予約をお願いします。
問 田川税務署（☎ 44-0430）

暮らしを支える税について考えてみませんか

県下一斉徴収強化月間と
税を考える週間

九
州
バ
ー
ク
運
輸
添
田
工
場

正
社
員
募
集

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

教育のひろば

現 在、添田町教育委員会では町内の５つ
の小学校を１校に統合し、新たな小学

校を設置すること、中学校の建て替えに関す
る協議・作業を進めています。「添田町立小中
学校更新基本計画（案）策定協議会」は、基本
計画（案）を策定するにあたり、より良い学校
となるよう様々な幅広い意見を聴取するため
に、校区における各団体の代表者や小中学校
の教職員で構成されています。第１回目の協
議会が８月26日、第２回目が９月25日に開催
されました。協議会では、小学校の統廃合や
校舎建設に関して、これまで協議されてきた
内容や経緯の説明のほか、小中学校の建設予
定地、添田町が目指す子ども像、校舎の配置
計画などについて意見をいただきました。令
和３年１月までに全６回の開催を予定してい
ますが、今後は小中連携に関することなどに
ついて意見を聴いていきます。小・中学校と
も校舎の老朽化が進んでいますので、教育委
員会では、慎重かつ着実な協議を重ねながら、
基本計画（案）の策定に向けて取り組んでいま
す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願
いします。
▶諌山哲朗教育委員が再任されました
　教育委員の諌山哲朗
さん（中津野）が再任
され、10月21日、寺西
町長から辞令が交付さ
れました。任期は令和
６年10月20日までとな
っています。

添田町立小中学校更新基本計画（案）
策定協議会が発足しました

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

11
月
は
個
人
事
業
税

第
２
期
分
の
納
期
で
す

令
和
２
年
分
年
末
調
整
説
明
会

は
中
止
し
ま
す

試
験
・
募
集

↓
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

↑
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

11
月
30
日
月
が
納
期
限
で
す

↑再任された諌山教育委員

　 月12日から25日までは「女性に対する暴力をなく
す運動」期間です。配偶者や交際相手からの暴力、

性犯罪、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為
などの暴力は、人権を著しく侵害するものです。お気軽
に相談ください。
◉相談窓口
▶配偶者暴力相談支援センター（福岡県田川保健福祉事
務所）（☎42-4850）／月～金８時30分～17時15分
▶福岡県あすばる女性相談ホットライン（☎092-584-12
66）／９時～17時（金のみ18時～20時30分）　
▶福岡県配偶者からの暴力相談電話（☎092-663-8724）
／月～金17時～２時、土日　９時～24時　
▶男性ＤＶ被害者のための相談ホットライン（☎092-57
1-1462）／水木17時～20時、金13時～16時
※年末年始や祝日、お盆などは休みの場合があります。

配偶者や交際相手からの
暴力に悩んでいませんか

「女性に対する暴力をなくす運動」週間

祝
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転
車
保
険
（
自
転
車
損
害
賠
償
保
険

等
）
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
あ
な
た
と
被
害
者
を
守
る
た
め
、

万
が
一
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
備
え
て
自
転
車
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

問 

福
岡
県
生
活
安
全
課

　
（
☎
092
―
643
―
３
１
６
７
）

　

残
業
が
多
い
、
休
み
が
も
ら
え
な

い
な
ど
職
場
で
の
困
り
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
労
働
問
題
な
ど
事
業
主

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
29
日
日　

10
時
～
18

　

時（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
と
き　

令
和
３
年
１
月
10
日
日
13

　

時
30
分
開
式
（
受
付
13
時
～
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日
～

　

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

役
場
総
務
課
総
務
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
１
）

　

10
月
１
日

か
ら
自

転
車
利

用
者
に
自

査
活
動
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
関
す
る

情
報
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
警
察
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
の
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜
９
時
～

　

17
時
45
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。　

問 

福
岡
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
相

　

 

談
電
話「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

　

 

（
☎
092
―
632
―
７
８
３
０
）

　

 

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
24
時
間
）

　

 

（
☎
♯
８
１
０
３
）（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

　

10
月
１
日
か
ら
、
福
岡
県
の
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
金
額　

１
時
間
842
円

▼
効
力
発
生
日　

令
和
２
年
10
月
１
日

問 

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

 

（
☎
092
―
411
―
４
５
７
８
）

　

医
師
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
の
免

許
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
就
業
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず

２
年
ご
と
に
氏
名

や
住
所
な
ど
の
事
項
を
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
そ
の
届
出
年
で
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
票
配
布
場
所　

県
内
の
保
健

　

所
・
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所
窓

　

口
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
届
出
先　

住
所
地
を
管
轄
す
る
保

　

健
所
・
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所

▼
期
限　

令
和
３
年
１
月
15
日
金

問 

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
総
務
課

　
（
☎
092
―
643
―
３
２
３
８
）

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
で
、
こ
れ
ら
の
免
許
に
か
か
る
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
２
年
ご

と
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
届
け
出
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
届
出
年
度
で

す
の
で
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
届
出
義
務
者　

保
健
師
、
助
産
師
、

　

看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生

　

士
、
歯
科
技
工
士
で
令
和
２
年
12

　

月
31
日
現
在
、
当
該
免
許
に
か
か

　

る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

▼
届
出
先　

勤
務
地
の
県
保
健
福
祉

　
（
環
境
）事
務
所
ま
た
は
保
健
所

▼
期
限　

令
和
３
年
１
月
15
日
金

問 

福
岡
県
医
療
指
導
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
２
７
６
）

　

添
田
町
で
は
、
11
月
か
ら
令
和
３

年
３
月
に
か
け
て
要
援
護
者
（
災
害

時
な
ど
の
避
難
行
動
支
援
者
や
見
守

り
支
援
が
必
要
な
人
）
の
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
要
援
護
者

台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人
の
お
宅
に

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
要
援

護
者
台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
場

合
は
、
役
場
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

　

 

齢
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

問 

役
場
防
災
管
理
課
防
災
安
全
係

　

 

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

児
童
虐
待

に
関
す
る
相

談
対
応
件
数

は
依
然
と
し

て
増
加
し
て

お
り
、
子
ど

も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大

な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
、

児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施

行
さ
れ
た
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
で
広
報

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
虐
待
か
も
…
」と
思
っ
た
ら
迷
わ

ず
『
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）』に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
番
号
は

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
で
近
く
の
児
童

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
の
指
名
手
配
者
は
、
約
630

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被

疑
者
は
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事

件
や
、
暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺

な
ど
で
手
配
さ
れ
、
再
び
犯
行
を
行

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
警
察
で
は
、

11
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑
者
の
早

期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
捜
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お
知
ら
せ

福
岡
県
最
低
賃
金
額
改
定

虐
待
を
疑
っ
た
ら
☎
１
８
９

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
は

２
年
に
１
度
の
届
出
を

看
護
職
員
等
の
業
務
従
事
者
届

は
２
年
に
１
度
の
届
出
を

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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●人　口　9,407 人（ー25人）
●男　性　4,446 人（ー16人）
●女　性　4,961 人（ー９人）
●世帯数　4,642 世帯（ー９世帯）

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　11月10日火、11月17日火
●補聴器相談（役場ロビー／ 15時～）
　11月13日金、12月11日金
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　11月10日火、12月８日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎ 050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　11月10日火（10時～）、11月26日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎ 42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　11月４日水、12月２日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
● DV・ストーカ被害に遭ったらまず相談

「これらの被害は DV です」
▷殴る蹴るなどの暴行を受ける　▷髪を引っ張ら
れる、引きずりまわされる　▷首を絞められる、
腕をねじられる　▷「殺してやる」「ぶん殴ってや
る」などの暴言を吐かれて脅迫される
　一人で我慢せず、警察などに相談してください。
●ストーカー被害に遭ったらまず相談
　ストーカー行為は、放っておくと次第にエスカ
レートして、殺人などの凶悪な事件に発展するお
それが極めて高いものです。少しでも不安に感じ
たときは、自分が我慢すればいいといった誤った
考えは避け、あなたの住まいのお近くの交番や警
察署に相談してください。
問 警察本部警察安全相談コーナー（☎♯9110）

問 田川警察署（☎ 42-0110）

９月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 10（－３） 102

　人身事故 １（±０） 12

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 １（－１） 17

●出生　１ 人
●死亡　９ 人
●転入　４ 人
●転出　21 人

休館 ／クアハウス
●清掃・施設点検などのため
▶期間　11月26日木～30日月
問 クアハウス（☎ 82-5061）

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
へ
の

加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

日
曜
労
働
相
談
を
開
催
し
ま
す

英
彦
山
男
魂
祭
は
中
止
し
ま
す

献血にご協力を
　やさしさが
　笑顔をつくる

10時～12時30分
13時30分～16時　　 　♥とき　12月８日火

　　 　♥ところ　添田町役場
　　 　♥対象者　体重が50キロ以上の人で、
　　 　　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　　※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験
　　　　　がある人。
　問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

▼
相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
。

問 
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

毎
年
11
月
に
開
催
し
て
い
た
「
英

彦
山
男
魂
祭
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽　

井
上
富
博
（
野

　

田
）▽　

菊
池
フ
ミ
子（
峰
地
団
地
）

　

  　

 

（
令
和
２
年
10
月
14
日
現
在
）

♥

要
援
護
者
の
実
態
調
査

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

故

故

令
和
２
年
度 

添
田
町
成
人
式

犯
罪
被
害
相
談

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

福 岡県法務局と福岡県人権擁護委員連
合会では、11月12日木から18日水ま

での１週間を、全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間として、女性に関する
人権問題についての相談を電話で受け付け
ます。
◉とき
▷11月12日木、13日金、16日月～18日水＝
　８時30分～19時
▷14 日土、15日日＝10時～17時
◉相談内容　
　パートナーからの暴力、職場でのセクハ
　ラ、ストーカーなど、女性に関する人権
　問題
◉女性の人権ホットライン（全国共通）
　（☎0570-070-810）
　法務局職員と人権擁護委員が無料で相談
に応じます。秘密は厳守されますので、どん
な些

ささい

細なことでもひとりで悩まずにまずは
相談ください。「女性の人権ホットライン」
では、強化週間以外でも 8時30分～17時15
分（時間外、土日祝日は留守番電話対応）で
相談を受け付けています。
問 福岡法務局田川支局（☎44-1426）

ひとりで悩まず、まずは相談を

女性の人権ホットライン
強化週間です



◇
印

刷
／

丸
五

印
刷

株
式

会
社

※
広

報
そ

え
だ

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

11
2020

令
和
２
年
11
月
号

広報

そ
え
だ

◇
発

行
／

添
田

町
　

◇
編

集
／

総
務

課
〒

824-0691　
福

岡
県

田
川

郡
添

田
町

大
字

添
田

2151
番

地
　

　
☎

0947- 82-1231　
FA

X
0947-82-2869

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

「
福
岡
県
日
田
彦
山
線

沿
線
地
域
振
興
推
進

協
議
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山

線
の
不
通
区
間
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
決
定
に
連
動
し

て
の
地
域
振
興
を
協
議
す
る
会
議
で
す
。
こ
の

協
議
会
に
先
立
ち
、
沿
線
各
地
域
の
意
見
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
▼
そ
の
中
で
我
々
の
説
明
に

対
し
て
用
語
に
つ
い
て
の
質
問
・
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
手
法
」、「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」、「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

で
す
。
行
政
が
最
近
使
い
出
し
た
言
葉
な
ど
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ク
ラ

ス
タ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
あ
り

ま
す
。
日
本
語
に
置
き
換
え
る
簡
単
な
言
葉

が
見
当
た
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
丁
寧
な
説
明
が
必
要
だ
と
痛

感
し
、
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
Ｊ
Ｒ
日
田

彦
山
線
の
地
域
振
興
に
話
は
戻
り
ま
す
が
、
歓

遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駅
周
辺
に
あ
る
道
の
駅
・
こ
ど

も
わ
く
わ
く
パ
ー
ク
・
健
康
増
進
施
設
ク
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
既
存
の
施
設
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、

家
族
で
楽
し
め
る
場
所
に
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
▼
そ
の
時
の
検
討
手
法
が
「
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
手
法
」
で
す
。
行
政
と
し

て
は
、
縦
割
り
組
織
・
予
算
で
は
量
的
（
金
額
）

に
も
質
的
（
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
）
に
も
対
応

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
仕
様

書
発
注
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
、
総
合
評
価
方
式
と
い
う
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
調
達
方
式
で
す
。
つ
ま
り
、
仕
様
書

発
注
で
は
な
く
、
性
能
発
注
に
よ
っ
て
、
事
業

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
事
業
内
容
や
手
法

の
提
案
を
発
注
す
る
も
の
で
す
。
税
金
だ
け
で

無
く
、
民
間
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
す
る
総

合
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
求
め
る
も
の

で
す
。
従
来
の
制
度
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
民
間
と
協
議
の
場
と
し
て
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
、
つ
ま
り
公
民
間
の
対
話
型
市
場
調

査
手
法
で
す
。
▼
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
が

平
成
30
年
６
月
に
出
し
た
、「
地
方
公
共
団
体

の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
手
引
き
」

に
は
、特
徴
と
し
て
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
事
業
発
案
段
階
や
事
業
化

検
討
段
階
に
お
い
て
、
事
業
内
容
や
事
業
ス

キ
ー
ム
等
に
関
し
て
、
直
接
の
対
話
に
よ
り
民

間
事
業
者
の
意
見
や
新
た
な
事
業
提
案
の
把
握

等
を
行
う
こ
と
で
、
対
象
事
業
の
検
討
を
進
展

さ
せ
る
た
め
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
た
手
法

で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
の
検
討
の
段
階
で
広
く

対
外
的
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

事
業
へ
の
民
間
事
業
者
の
理
解
の
促
進
や
参
入

意
欲
の
向
上
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
」▼「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」
こ
の
言
葉
は
、
少
し
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日

本
語
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
「
外
国
人
が
日
本
を

訪
れ
る
旅
行
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
▼

「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
は
電
動
で
、

時
速
20
㎞
未
満
で
公
道
を
走
る
、
４
人
乗
り
以

上
の
移
動
車
で
す
。
国
土
交
通
省
の
資
料
で
は
、

活
用
場
面
と
し
て
❶
地
域
住
民
の
足
と
し
て
、

㋐
バ
ス
が
走
れ
な
か
っ
た
地
域
、
㋑
高
齢
化
が

進
む
地
域
、
㋒
お
年
寄
り
の
福
祉
増
進
、
㋓
既

存
の
バ
ス
か
ら
の
転
換
。
❷
観
光
客
向
け
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
㋐
ガ
イ
ド
に
よ
る
観
光
案

内
、
㋑
プ
チ
定
期
観
光
バ
ス
、
㋒
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
、
㋓
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
。
❸
ち
ょ

こ
っ
と
輸
送
～
駐
車
場
か
ら
施
設
ま
で
、
施
設

か
ら
施
設
ま
で
。
❹
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
～

地
域
の
顔
と
し
て
。
な
ど
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

英彦山豊前坊場所 11月第１週見頃

英
彦
山
大
権
現（
龍
門
峡
）

場
所

11
月
第
１
～
２
週

見
頃

油木ダム場所 11月第１～２週見頃

　木々が赤や黄に彩られる秋を迎えました。今月は、近年の添田町フォトコ
ンテスト入賞作品から紅葉スポットとその見頃を紹介します。美しく燃える
ような紅葉を見に晩秋の添田町に出かけてみませんか。

色あざやかに染まる秋のそえだ
◉添田町紅葉情報／問 役場まちづくり課観光振興係（☎82-1236）

添田公園場所

11月第２～３週見頃

銅鳥居場所 見頃 11月第１～２週

添田町観光ナビ

※見頃は予定です。気象条件によって前後する可能性があります。
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